
霧
記
録
は
昔
階
火
災
に
罹
っ
て
焼
失
し
た
残
り
に
過
ぎ
な
い
ε
い

，
三
夕
で
あ
る
が
翁
ほ
徳
川
時
代
の
初
期
量
來
の
も
の
耳
払
有
っ
て

審
田
八
幡
宮
の
紳
事
輝
国
　
外
人
歴
僧
等
に
塾
す
る
貴
重
な
る
研

究
資
料
を
學
界
に
提
供
し
、
殊
に
朱
印
国
領
、
就
家
の
古
駅
等
に

就
て
の
肚
人
ε
鮭
鱒
こ
の
紛
箏
に
關
す
る
も
の
は
當
時
の
鬼
魅
の

歌
況
を
知
る
上
に
少
か
ら
ず
滲
考
こ
な
る
も
の
で
あ
る
凸
パ
菊
版
假

綴
六
一
二
〇
頁
、
圃
圃
版
－
†
六
…
貝
、
山
承
都
心
営
居
∵
辻
治
一
比
追
行
、
非
襯
膿
胸
㎜
）

〔
以
上
松
野
〕

　
　
働
随
感
文
化
　
　
　
　
　
　
大
阪
朝
日
新
聞
説
編

　
今
我
々
の
時
代
は
世
界
ミ
共
に
あ
る
時
代
で
あ
る
。
我
々
は
腿

本
人
で
あ
る
ミ
共
に
世
界
入
で
あ
み
。
ロ
シ
ヤ
の
革
命
－
こ
ア
メ
リ

カ
の
資
本
王
義
が
直
に
我
々
の
問
題
㌔
こ
な
っ
て
く
る
。
我
々
は
い

か
に
し
て
か
・
る
關
係
に
入
り
こ
ん
だ
の
で
あ
ら
う
か
。
開
國
ミ

い
ふ
言
葉
が
そ
の
凍
國
を
1
或
は
手
蔓
を
説
明
す
る
。
こ
の
胃
葉

に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
た
現
象
は
恐
ら
く
我
國
に
特
有
な
も
の
で
あ

っ
た
か
も
知
ら
な
い
。
我
々
は
そ
こ
に
示
さ
れ
る
日
本
魔
史
の
特

殊
な
姿
に
一
種
の
微
笑
す
ら
も
な
け
た
く
な
る
。
ε
も
あ
れ
開
圃

に
よ
つ
て
現
代
D
本
の
形
が
豫
定
さ
れ
た
こ
一
こ
が
明
か
で
あ
る
こ

　
　
　
　
細
　
　
　
介

ミ
は
予
て
こ
の
現
象
の
理
解
が
現
代
日
本
の
理
解
へ
の
墓
礎
的
な

手
引
ε
な
る
で
あ
ら
う
事
を
思
は
せ
る
。
朝
日
新
聞
鮭
が
さ
き
に

開
國
丈
化
展
覧
會
を
開
催
し
併
せ
て
こ
れ
に
黙
す
る
講
演
會
を
開

い
た
理
由
も
一
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
5
。
そ
の
各
講
演
が

集
め
ら
れ
て
こ
エ
に
再
び
世
聞
に
よ
び
か
け
て
居
る
。
　
一
々
の
内

容
を
紹
介
す
る
暇
は
な
い
が
幕
電
は
そ
の
中
に
政
治
経
濟
宗
敏
藝

術
等
諸
般
の
姿
に
於
け
る
製
革
文
化
の
形
相
を
見
得
る
だ
ら
う
。

只
こ
・
に
用
ひ
ら
れ
た
開
國
の
語
義
は
躍
に
幕
末
維
新
の
時
期
に

限
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
近
世
初
期
泰
西
丈
化
の
波
濤
が
こ
の

島
町
日
本
の
岸
を
濯
ふ
に
至
っ
た
時
代
以
後
を
含
め
て
居
る
こ
ミ

を
注
意
し
て
置
き
た
い
。
（
菊
判
四
七
七
頁
、
慣
｝
∵
○
○
，
大
阪

朝
臼
新
聞
祉
登
行
）
〔
肥
後
〕

　
　
⑳
江
戸
時
代
之
書
臼
　
　
　
　
　
杉
浦
丘
園
藩

　
雲
泉
田
蕪
主
人
杉
浦
丘
園
氏
は
入
も
知
る
娘
く
京
都
の
好
古
家

で
あ
る
。
こ
の
度
そ
の
所
藏
に
係
る
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
の
谷

種
を
網
羅
し
て
夏
に
そ
の
目
録
を
作
り
雲
再
興
山
嶺
巻
之
一
で
こ
し

て
世
に
問
は
れ
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
牧
む
る
ε
こ
ろ
版
本
書

籍
目
録
八
十
一
部
窮
本
書
籍
目
録
五
十
二
部
に
及
び
各
解
題
を
附

　
　
　
　
　
　
錐
十
五
谷
　
第
一
號
　
　
一
三
九
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、
紹
　
　
　
介

し
且
つ
附
録
ミ
し
て
明
治
以
降
の
書
籍
臼
蓋
3
百
八
十
五
部
の
名

を
畢
け
な
ほ
そ
れ
ら
の
中
三
十
三
部
を
選
ん
で
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に

附
し
各
の
醗
裁
を
示
し
て
居
る
。
藁
に
好
古
家
で
な
け
れ
ば
出
來

な
い
仕
事
で
あ
り
、
蒐
集
の
苦
心
に
至
っ
て
は
蓋
し
第
三
者
の
窺

釜
を
許
さ
“
る
も
の
が
あ
ら
う
ε
思
ふ
。
巻
頭
の
難
感
も
興
趣
甚

だ
豊
で
あ
る
。
そ
の
中
に
元
禄
に
は
六
百
七
＋
七
種
の
俳
書
が
毘

て
居
て
俳
書
出
版
の
縄
頂
を
示
し
て
居
る
ミ
い
へ
る
如
き
こ
れ
ら

の
目
録
の
中
に
も
そ
の
時
代
の
動
き
が
看
取
さ
れ
る
様
で
あ
る
。

広
軌
古
書
に
盤
す
る
趣
味
が
漸
く
興
っ
て
そ
れ
に
間
す
る
專
門
の

維
誌
す
ら
数
種
出
て
屠
る
位
で
あ
り
こ
の
著
も
一
は
そ
う
し
た
機

蓮
に
促
が
さ
れ
て
世
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
企
て

は
正
し
く
成
功
し
著
者
の
勢
を
充
分
に
償
っ
て
居
る
、
余
糎
は
世

の
好
古
家
が
こ
れ
に
倣
っ
て
転
々
そ
の
牧
藏
を
公
蝸
嘱
せ
ら
れ
ん
事

を
副
帥
蕊
す
る
・
次
第
で
♪
の
る
。
（
和
婆
写
特
訓
一
〇
二
頁
、
閲
圃
版
十
六
葉

県
費
品
、
京
都
杉
浦
丘
園
嚢
行
）
〔
肥
後
〕

　
　
⑳
朝
鮮
支
那
文
化
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
城
．
帝
國
大
器
法
文
図
鑑
編

　
本
書
は
京
城
帝
國
大
愚
法
丈
學
會
第
二
部
論
纂
第
一
輯
ミ
し
て

　
　
　
　
　
　
第
ナ
五
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
四
〇

巡
行
さ
れ
た
も
の
で
、
今
西
龍
教
授
の
「
洌
水
考
」
を
初
め
ミ
し
て

小
倉
進
李
氏
の
「
西
洋
人
に
よ
っ
て
蒐
集
せ
ら
れ
九
早
い
時
代
の

朝
鮮
語
彙
」
小
田
省
吾
氏
の
「
李
下
朝
鮮
時
代
に
於
け
る
瓦
町
の

獲
遷
就
中
絶
壁
島
玉
露
に
猛
て
」
高
橋
亨
氏
の
「
李
朝
儒
七
三
に

於
け
る
主
理
稲
叢
氣
派
の
三
下
」
藤
塚
郷
氏
の
「
李
朝
の
堅
人
ミ

乾
隆
文
化
し
加
藤
常
賢
氏
の
「
舅
姑
甥
出
自
尽
し
玉
井
是
博
氏
の
「
唐

の
騰
民
制
度
ε
そ
の
撰
定
」
鳥
山
喜
一
氏
の
「
猛
靴
工
克
ざ
金
の

趨
勢
し
幸
島
醗
氏
の
「
金
聖
心
の
塗
涯
、
こ
そ
の
文
藝
批
評
」
の
九

篇
が
牧
め
ら
れ
て
る
る
。
先
づ
「
洌
水
考
」
に
は
漏
水
が
大
同
江

で
あ
る
事
を
論
威
し
、
博
論
ミ
し
て
列
、
貸
越
は
先
導
時
代
に
大

洞
江
を
中
心
に
し
て
在
っ
た
朝
鮮
國
内
の
地
名
水
名
で
あ
り
、
叉

樂
浪
郡
部
の
所
在
地
は
王
険
城
即
ち
今
の
江
北
の
軍
壌
地
方
で
あ

っ
九
で
あ
ら
う
ミ
蓮
べ
「
西
洋
人
に
よ
っ
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
早
い

時
代
の
朝
鮮
語
彙
」
は
之
を
三
期
蔀
ち
≦
冨
2
ご
ヒ
ご
δ
＝
脳
嵩
9
ポ
麟
葛
回

時
代
塑
9
H
岡
。
夢
時
代
ω
結
σ
9
9
寓
Φ
α
密
曇
時
代
に
分
ち
て
、

當
時
の
欺
洲
語
學
界
の
歌
況
ミ
、
古
い
時
代
の
朔
鮮
語
の
姿
を
槻

察
し
、
「
李
氏
朝
鮮
時
代
に
於
け
る
倭
館
の
憂
遷
」
は
之
を
三
浦
倭

館
、
醤
浦
倭
館
、
富
山
軽
羅
館
、
縄
影
島
倭
館
、
豆
倒
浦
倭
館
、
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